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母集団力学に基づく日本行動計量学会の現状分析
大分医科大学 江島伸興

行動計量学は人の行動に関する計量的学問とし
て、学会創設以来発展してきましたが、最近は低迷
してきたように感じています。学会誌は学会の研究
成果を国内外に示す重要なものですが、最近は投稿
者が少ないなどの議論が編集委員会で取り上げられ
てきました。今年になって行動計量学会の学会誌は
学術振興会からの補助金が打ち切りになったとの知
らせを受けました。競争の原理から行くと、本学会
は淘汰される学会になったと思います。私だけでな
く、このような危機感を抱いておられる会員も多い
のではないでしょうか。今回は、私に紙面を与えて
頂きましたので、日本行動計量学会の現状を、母集
団力学の観点から考えたいと思います。
行動計量学は数理的な方法を道具として、心理

学、医学、社会学等の広範囲の学問分野に、論理的
でより科学的な接近法を与える学問として、重要な
役割を持っています。結論を先に述べれば、行動計
量学には数学は必須であり、数学ができないことは
研究者にとって致命傷であるということです。今や
全ての研究領域で、基礎のしっかりした研究のため
には、数学は必須の道具になっていると思います。
そのような観点では行動計量学には大いなる発展の
可能性があるはずですが、なぜ栄えないのかという
のが大きな疑問点であります。大きな原因は数理に
関する国内での誤った理解と、教育の改悪による環
境破壊であります。ご承知のように戦後の日本の復
興と発展は目覚ましいものがあり、今日の繁栄を支
えたものは、理数を中心とした高い教育水準にあっ
たのだと断言できます。そのような活気の溢れる時
期の頂点で、間違った平等観から理数を中心とした
難しい学問を軽視する風潮が蔓延し、ゆとり教育の
名のもとに水準の低い理数教育に移行して参りまし
た。時間を遡れば、昭和５０年代に共通１次試験な
るものが登場してから、低い水準の教育がますます
低くなってきたように思います。その入試はセン
ター試験に進化し、その頃から問題を深く考えて、
結果に到る過程を記述する訓練が、高校生に成され
なくなったように感じます。最近は、数学の採点を
していても、稚拙で酷い日本語の解答が大半です。

学問や芸術活動に足枷をし、競い合うことによる母
集団の発展を阻害した挙げ句が、今日の教育改悪で
あります。教育を批判して参りましたが、一事が万
事であり、世の中のおかしな現象は、全てが教育水
準の低下から来ていると断定します。大学内では情
報科学とコンピュータの操作を誤解し、また統計学
はコンピュータソフトを使うことと勘違いしている
教官も少なくないようです。ここで目をスポーツに
向けます。気が付いている人も随分居られると思い
ますが、オリンピックのメダル数は以前より随分減
少しています（表１）。オリンピックの競技種目は
年々増加しているにも関わらず、特に金メダルの激
減に注目すれば、原因が特定できると思います。

表１ オリンピックでの日本のメダル獲得数

どうも、教育が怪しくなった時期と機を同じくし
て、時間遅れで母集団にダメージを与えていること
が分かります。このことは、どの分野であれ優れた
者を尊敬し、それを手本として励む精神が母集団内
で低下している証拠です。これも、教育改悪による
悪平等主義に起因するものと断定します。さらに目
を経済に向けます。バブルが崩壊して既に久しい訳
ですが、依然として経済は好転せず銀行や保険会社
の倒産等に慣れて参りました。実は私の保険も苦い
思いを致しました。なぜ、このように長く景気が低
迷するか、私なりに考えて見ました。結論は前述の
教育水準の低下にあると考えざるを得ないのであり
ます。高水準の教育を受けた優秀な年代が日本社会

年 開催都市 金 銀 銅 計
１９６４ 東京 １６ ５ ８ ２９
１９６８ メキシコ １１ ７ ７ ２５
１９７２ ミュンヘン １３ ８ ８ ２９
１９７６ モントリオール ９ ６ １０ ２５
１９８０ モスクワ 不参加
１９８４ ロサンゼルス １０ ８ １４ ３２
１９８８ ソウル ４ ３ ７ １４
１９９２ バルセロナ ３ ８ １１ ２２
１９９６ アトランタ ３ ６ ５ １４
２０００ シドニー ５ ８ ５ １８
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平成13年度第5回理事会議事録

日時：2002年 2月 4日
場所：統計数理研究所　2階特別会議室
出席者：飽戸、池田、市川、岡太、上笹、菊地、齋
藤、繁桝、杉山、林、馬場、前川、村上、柳原、
山岡、吉野、福井、今泉

1. 第 29回大会（平成13年度）報告
福井大会実行委員会委員より参加者合計は261人

との報告があった。また大会収支報告があり、赤字
分314,642円を学会で補填することが了承された。

2. 第 30回大会（平成14年度）
今泉大会実行委員長より、以下の報告があった。

・テーマ：「データを評価する」
・日時：平成14年 9月 19日（木）－21日（土）
・会場：多摩大学：9月19日（木）、20日（金）
渋谷マークシティウエスト17Ｆ：9月21日（土）

・特別セッションとしては、インターネット、地域
（地理）分析、医学データ、データ分析教育、福
祉に関わる評価、官庁統計、マーケティング、定
量・定性データの分析と評価、を予定している。

・セッションは3セッション並行で計25セッション
を予定。また開催校への大会準備金をどの程度
計上するかについては継続して審議することと
なった。

3. 各種委員会報告
・繁桝編集委員長より、メディカルオンラインより
申し出があった学会誌の電子配信に関し検討状
況の報告があり、ここに委託するかどうかに関
しては継続審議することとなった。

・林文和文誌編集委員長より論文審査状況及び28巻
2号は、2月入稿、5月発刊予定であるとの報告が
あった。

・吉野欧文誌編集副委員長より、現在の論文審査状
況、Vol.29, No.1の編集状況、及びSpecial Issueの
編集についても報告があった。

・山岡運営委員長より、シンポジウム、セミナーの
進行状況、大会時のチュートリアルセミナーの
企画、分科会活動について報告があった。

を押し上げ、低水準の教育を受けた年代の上限がそ
ろそろ４０歳を迎えようとしているのです。すると
どのような母集団力学が起こるかお分かりと思いま
す。世界との競争に敗れ、優秀な商品や製品が創れ
なくなるはずです。最近の日本の国債格付けはアフ
リカの某発展途上国と同格です。この発展途上国に
は日本が援助金を出しているのですが、分析結果は
正しいと思います。母集団がその能力の軸で負の方
向に平行移動していますので、６００兆円の財政赤
字は返済できなくなるはずです。今年から、恐らく
は世界で一番水準の低い教育が初等教育で実施され
始めました。このような教育の改悪を提言し、推進
した者は国賊です。やはり、城は内より落ちるもの
です。武田信玄は甲斐の国に城を築かなかったので
すが、その名言「人は城、人は石垣、人は堀」は戦
国乱世を生きるために、真面目に考え、かつ実践し
た人材登用と育成の提言です。人を育成し、人を得
れば、ハードウェアとしての城は無用なのです。平
和と豊かさ呆けで、景気は絶対に良くならないし、
日本人を雇用する会社は減少するはずです。この国
難の時期こそ、教育水準を思い切って引き上げて国
力を充実させる必要があると思います。
以上の考察に基づくと、全ての活動の低迷は教

育水準の低下にあると考えられ、その影響を本学会
も少なからず受けているはずです。学会誌に投稿さ
れる論文数の減少は、母集団の生産と創造性の低下
であり、そのことが採択される論文数の低下に繋
がっていると思います。環境変化に際しては、力量
の低い組織や集団から淘汰されるのは自然界の摂理
です。学会の危機に直面し、プロジェクトXならず
プロジェクトZのつもりで学会一丸となって取り組
まなければ、本学会の将来は危ないように感じま
す。本学会は数学の重要性を世の中に示せる背景を
持っています。本学会を築いた優秀な年代の諸先輩
は次々と停年を迎えられ、それを継承する我々とし
ては荷が重いですが、日本行動計量学会という遺産
を守るために真剣に取り組む必要があります。
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4. その他
・上笹名誉会員担当理事より名誉会員の選出に関す
る議論の経過報告と選出基準の一部変更の提案
があり、議論の結果次回の理事会で再度検討す
ることとなった。

・馬場理事より統計学研究連絡委員会における科研
費の変更と統計学関連学会の連合に関する各学
会の意見の報告があった。

・繁桝理事より心理学諸学会連合の会議の報告が
あった。

・吉野理事より社会学学会連合の会合に吉野理事が
出席するとの報告があった。

・システム関連学会連合懇談会には菊地理事が出席
する予定で検討してもらうこととなった。

・事務局より会員の移動状況について報告があった。

平成14年度第1回理事会議事録

日時：平成14年 5月13日
場所：統計数理研究所　2階特別会議室
出席者：大隅、岡太、上笹、菊地、久保、繁桝、杉
山、村上、山岡、吉野、今泉

1. 第 30回大会（平成14年度）について
・（今泉大会実行委員長）総会は9月20日（金）11:
30～12:30でよいか検討中である。特別セッショ
ンを検討中である。

・（山岡理事）チュートリアルを検討中である。

2. 各種委員会報告
a. 事務局（村上理事）
平成13年度第5回理事会議事録の承認。欧文誌

補助金不採用（昨年100万円）の報告があった。会
員の移動、入会・退会の規定の確認がされた。
b. 編集委員会（繁桝理事）
学術文献電子配信についてはじめて報告がされ

た。和文誌（林文理事）28巻2号印刷中（昨年の分）、
29巻1号（秋出版予定）29巻2号（9月入稿）。欧文
誌（吉野理事）特集号Vol.29, No.2の発刊、一般の
論文の投稿や審査状況等を報告した。
c. 運営委員会（山岡理事）
小グループ研究会と地域部会について、及びシ

ンポジウム運営状況（73回）について報告された。
2001年度春のセミナーの剰余金54,100円は事務局
に返還することが確認された

3. その他
・社会学会での「社会調査士」に関する報告（吉野
理事）
6月8日までにカリキュラム、アーカイブ等につ

いてのコメントを伝えることが求められているとい
う報告があった。これについては、杉山理事長と吉
野理事、馬場理事で検討して社会学会へ報告するこ
とになった。
・理事長（杉山理事）
統計科学連合（仮題）の構想について様々な形で

の関連学会の協力について討議されたが、学会誌や
名簿の共通化などは問題も多く、その都度協力はす
るが連合には賛成しないことが確認された。
・事務局（村上理事）
大学評価委員の選出について、昨年度、本学会か

らの推薦者は、採用されなかったことが報告され
た。

日本学術会議報告
２００２年７月２０日

統計学研究連絡委員会　委員長
吉村 功

４月１６～１９日にかけて、総会が開かれまし
た。主要議題は、「日本の計画」の案文作成、日本学
術会議の自己改革、自己評価でした。議論でのやり
とりのある種の面白さを別とすれば、統計学関連研
究者の方々に報告したくなることはありませんでし
た。学術会議に限らないことでちょっと気になった
ことがあります。自己評価と外部評価の必要性が強
調される中で、研究・教育といった本質的なことと
別な、事務的な仕事が増えていくことです。たとえ
ば、「研究連絡委員会の自己評価を送ること」という
指示があり、後に添える内容の評価書を送らざるを
得ませんでした。
これらは委員会の反省材料になりますし、これ

を公表することでどんなことをしているかが外部か
ら分かります。しかしその内容がそのために費やさ
れる時間と労力に見合うものかどうかを考えると、
学術会議などではこんなことをさせないで欲しい、
と感じます。いかがでしょうか。
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日本学術会議の自己評価
平成１４年７月１５日

様式２ 研究連絡委員会、専門委員会、小委員会
１．委員会：統計学研究連絡委員会
２．構成委員数：会員７名、非会員７名（内訳）所
属：教育・研究専門機関７名（男６、女１）

３．評価代表者名：吉村 功
４．委員会今期活動目標：１．統計学関連学会の協
調を強めること、２．統計科学のフロンティアの
拡大、３．統計学教育の進め方の検討

５．活動目標を選択した理由について、自由にお書
き下さい。：１．それぞれの歴史的経緯があって
作られた統計学関連学会において、近年、医学薬
学生物学関連の方法論の構築と応用、官庁統計
データの活用、社会科学への統計的方法論の活
用、大規模環境データの解析、コンピュータ利用
手法など、共通の問題意識のものが多くなって
いる。そこで学術大会の共同開催、英文学会誌の
共通発行、国際連携等で協調を進めることが望
ましくなっている。２．上に例示した共通課題は
現在社会が解決を強く求めている課題でもある。
そのような課題は統計学のフロンティアを拡大
することではじめて解決への道筋が作られるも
のである。３．課題が多くあるときにはそれに取
り組む人材も多く必要で、それを養成すること
が必要である。

６．目標の達成方法について、ご自由にお書き下さ
い。：最初に委員における討論を行った後、関連
学会の責任者（会長等）をオブザーバーとして招
き、可能性の検討を行った。さらに、委員のそれ
ぞれの学会での立場に基づいて、いくつかの学
会間での部分的な協調を進展させるよう働きか
けている。

７．委員会開催回数：５回。ただし、この会合は、全
体の対面委員会であり、この間には、メイルによ
る意見交換と委員長・幹事の会合が開かれてい
る。

８．委員会出席者数（オブザーバー、傍聴者は外数）：
第１回１１人（オブザーバー０人）、第２回９人
（オブザーバー０人）、第３回９人（オブザーバー
０人）、第４回８人（オブザーバー５人）、第５回
９人（オブザーバー３人）

９．活動の成果：日本統計学会、日本行動計量学会、
応用統計学会、日本計量生物学会、日本計算機統
計学会、日本分類学会、日本数学会統計数学分科
会の学会誌、機関誌等に、日本学術会議での議論
を報告した。これらの組織に対して、協調のため
の企画、たとえば「日本統計科学連合設立趣意書
案」等を送り、検討の基盤を用意している。

１０．学・協会との連携：上記各学会といろいろな
機会に検討を行っている。

１１．活動の公開状況：日本学術会議報告を総会の
度ごとに各学会に送っている。これらは、各学会
の機関誌上に掲載されている。

１２．目標の達成状況：統計学研連の表だった企画
というわけではないが、平成１４年度には、日本
統計学会、応用統計学会、日本計量生物学会の３
学会で、年次大会を合同して行うことが実現し
た。さらに、平成１５年度には、日本行動計量学
会を含めた４学会の連合大会の試みが検討され
ている。

１３．目標達成の阻害要因について、ご自由にお書
き下さい。：統計科学のフロンティアの拡大につ
いて、個別の研究としては部分的な発展がある
が、統計学研究連絡委員会という形式での企画
を組むことには、関連学会の同意が得られてい
ない。統計学教育の方法論については、理数教育
一般での困難と同様、学生等の生活経験が乏し
くなっていることが大きな原因になっているた
め、特段の工夫が試みられない状況である。

１４．成果の評価：まだ成果を議論する段階に至っ
ていない。

１５．評価結果に基づく改善案：今後とも課題の達
成に努力したい。

１６．所属組織による評価について、ご自由にお書
き下さい。：所属組織が何を意味するか不明であ
る。もし、統計学研連を意味するのであれば、期
末の委員会で検討する予定である。

訃報

統計数理研究所名誉教授 林知己夫先生が、8月6
日に心不全のためご逝去されました。享年84歳でし
た。謹んで哀悼の意を表します。
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研究のあり方やさまざまなマイクロデータの利用
例、これまでに氏が関わってきた様々な社会調査等
について幅広い実践的な報告がなされた。一方、鈴
木氏からは「調査のあり方」として、長年にわたり
関わって来られた経験から調査のあり方と電話調査
の問題点を中心に報告がなされた。それぞれの報告
に対して林（知）、杉山氏から有意義なコメントをい
ただき、フロアからも本質をつく意見が出された。

それぞれの参加者は5月11日が65名、6月1日
が40名ほどで、若い方の参加が目立ち、熱心に聴講
されていた。2回のシンポジウムを通してデータの
科学をいかに実践していくかということに関しての
哲学と具体例という2つの視点からの展開がなされ
た。
お忙しい中、貴重なお時間をさいて報告の準備

作業を行って下さいました報告者の方々とコメンテ
イターの方々に深く感謝致します。

（オーガナイザー：山岡和枝・前田忠彦）

関連学会等カレンダー

※注意：本コーナーの情報は、幅広い専門分野にわ
たる会員の皆さまに、なるべく多くの催し物の存在
をお知らせするために編集担当側で収集・要約した
ものです。プログラムや参加方法については、必ず
各催事末尾に掲載の「照会先」にご確認下さい。照
会先は会場となる機関とは別の場合も多いのでご注
意下さい。

＜学会大会等＞
☆ 日本応用心理学会第69回大会
会　期：2002年 9月 7日（土），8日（日）
会　場：東京富士大学（東京都新宿区高田馬場3-8-1）
照会先：大会準備委員会（委員長 岡村一成）
E-mail: jaap2002@fuji.ac.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jaap/

☆ 2002年度統計関連学会連合大会
会　期：2002年 9月 7日（土）～10日（火）
会　場：明星大学大学会館
（東京都日野市程久保2-1-1）

関連学会：日本統計学会（第70回大会），応用統計学
会（2002年度年次大会），日本計量生物学会（2002
年度年次大会）の３学会の連合大会

内　容：チュートリアル（9/7），一般講演，共通テー
マによるセッション他

共通テーマ・タイトル：「官庁統計利用の現状と課題」，
「Computer-intensive Methods」，「極値統計学とその
応用」，「ウェーブレットと統計解析」，「遺伝統計
学」，「実験計画法とその応用」，「空間データの解
析」，「漸近分布論の現代的意味」

行動計量シンポジウム報告

第73回行動計量シンポジウム報告
岩坪秀一

平成14年5月11日（土）13:30～17:30に、統計
数理研究所講堂において第73回行動計量シンポジ
ウム「データの科学と調査法」が開催された。
本シンポジウムは、昨年9月の行動計量学会大会

（於：甲子園大学）において事情があって中止になっ
たものを、あらためて「データの科学と調査法」と
して運営委員会で企画・実施したものである。雨模
様の天気にもかかわらず、大変盛会であった。発表
者は林知己夫、 林 文、吉野諒三の３氏であり、指定
討論者として木下冨雄 , 丸山久美子氏を迎え、司会
岩坪秀一で行った。
林（知）氏は、データの科学という立場に到達す

るまでの自らの歩みを語るなかで、行動計量学会の
目指す研究はいかにあるべきか展望を示された。林
（文）氏は、データ科学の立場から、とくに偏りのあ
る調査からも情報を取り出す努力が必要であること
を強調された。吉野氏は、国際比較調査の例を挙げ
ながら研究者は最初から最後まで調査の全過程に参
入すべきことを主張された。指定討論者からは、調
査結果の補正理論の必要性、比較文化の研究では多
次元の類型化が必要なこと等が、またフロアからは
本質をつく意見が次々と出され、社会調査は、結局
何を測っているのか、という根源的なところまで来
て時間切れとなった。参加者全員が、今後とも議論
を深めるべき重要テーマであることを再認識して散
会した。

第74回行動計量シンポジウム報告
山岡和枝

5月11日のシンポジウムに引き続いて、6月1日
13:30～17:00に、統計数理研究所講堂において第74
回行動計量シンポジウム「データの科学と調査法
（その2）」が開催された。
これはいわば調査の哲学というものと、調査法

のあり方が主であった前回シンポジウムに対して、
実践例を中心に、羽生和紀、岸野洋久、鈴木達三の
３氏より発表を受け、指定討論者として林知己夫、
杉山明子氏を迎え、司会 山岡和枝で行った。
まず、日本大学心理学教室の羽生氏の「紙リサイ

クル社会の調査」に関する報告では、実践で重要と
なる「具体的にどのような手順で人間関係を広げな
がら調査の輪を広げていくか」ということとその実
践例について報告された。続いて岸野氏は「調査の
組み合わせと探索的アプローチ」として、紙リサイ
クル社会の調査にいたるまでの過程を通して、共同
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照会先：実行委員長 藤村喜久郎（鳥取大学）
〒680-8522 鳥取県鳥取市湖山町4丁目101番地
鳥取大学工学部電気電子工学科
Tel: 0857-31-5243, Fax: 0857-31-0880
E-mail: fujimura@ele.tottori-u.ac.jp
URL: http://www.jnns2002.jp/

☆ 日本応用数理学会2002年度年会
会　期：2002年 9月 19日（木）～21日（土）
会　場：慶應義塾大学理工学部 矢上キャンパス
照会先：日本応用数理学会2002年度年会事務局
（年会事務局長 野口裕久）
〒223-8522 横浜市港北区日吉3-14-1
慶應義塾大学理工学部システムデザイン工学科
E-mail: jsiam2002@sd.keio.ac.jp
Tel: 045-566-1737, Fax: 045-566-1720
URL: http://www.jsiam2002.sd.keio.ac.jp/

☆ 日本心理学会第66回大会
会　期：2002年 9月 25日（水）～27日（金）
会　場：広島大学教育学部
照会先：日本心理学会第66回大会準備委員会
広島大学大学院教育学研究科心理学講座内
〒739-8524 東広島市鏡山1-1-1
Tel: 0824-93-8353, Fax: 0824-93-8352
E-mail: jpa2002@hiroshima-u.ac.jp
URL: http://home.hiroshima-u.ac.jp/jpa2002/index.html

☆ 日本性格心理学会第11回総会
会　期：2002年 10月 11日（金），12日（土）
会　場：九州ルーテル学院大学
照会先：第11回日本性格心理学会事務局（岩木信喜）
〒860-8520 熊本市黒髪3-12-16
九州ルーテル学院大学人文学部
Tel: 096-343-2493, Fax: 096-343-0354
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jspp/index.html

☆ 日本教育心理学会第44回総会
会　期：2002年 10月 12日（土）～14日（月）
会　場：熊本大学教育学部
照会先：日本教育心理学会第44回総会準備委員会
〒860-8555 熊本市黒髪2-40-1
熊本大学教育学部学校教育・心理学系図書室内
Tel & Fax: 096-342-2639
E-mail: kshin44@educ.kumamoto-u.ac.jp
URL: http://www.educ.kumamoto-u.ac.jp/̃sinri/
kshin44.html

☆ 第61回日本公衆衛生学会総会（埼玉）
会　期：2002年 10月 23日（水）～25日（金）
会　場：大宮ソニックシティ（JR大宮駅西口徒歩５分）
さいたま市桜木町1-7-5 Tel: 048-647-4111

大会長：北川定謙（埼玉県立大学学長）
照会先：運営事務局 株式会社アイシーエス企画
コンベンション営業部内
東京都千代田区平河町2-7-4 砂防会館別館
Tel: 03-3263-6474, Fax: 03-3263-7537
E-mail: jjphsaitama@ics-inc.co.jp
URL: http://www.spu.ac.jp/61st-jjph/

照会先：大会実行委員会
URL: http://www.hino.meisei-u.ac.jp/ri_grad/
toukei.html

E-mail: m_quest@jss.gr.jp
他，関連学会のWeb Page などを参照
日本統計学会：http://www.jss.gr.jp/
応用統計学会：http://www.applstat.gr.jp/
日本計量生物学会：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jbs/

※関連する催し：9/8同時開催市民講演会「温故知新」

☆ 日本オペレーションズリサーチ学会
平成14年度秋期研究発表会
会　期：2002年 9月 11日（水）, 12日（木）
会　場：公立はこだて未来大学
（北海道函館市亀田中野町 116番地2）

照会先：〒060-8628 札幌市北区北13条西8丁目
北海道大学大学院工学研究科
システム情報工学専攻
複雑系工学講座調和系工学分野 山本雅人
E-mail: masahito@complex.eng.hokudai.ac.jp
URL: http://harmony.complex.eng.hokudai.ac.jp/or/
index2.html

☆ 第4回日本感性工学会大会・総会
会　期：2002年 9月 12日（木）～14日（土）
会　場：文化女子大学新都心キャンパス
（東京都渋谷区代々木3-22-1）

照会先：日本感性工学会事務局
〒104-0045 東京都中央区築地4-12-2-1005
Tel & Fax: 03-3549-7727
E-mail: jske@jske.org
URL: http://www.jske.org/

☆ 第3回日本認知言語学会全国大会
会　期：2002年 9月 14日（土），15日（日）
会　場：中京大学（名古屋市昭和区 八事キャンパス）
照会先：日本認知言語学会事務局
〒223-8521 横浜市港北区日吉4-1-1
慶應義塾大学新研究棟 辻 幸夫研究室気付
E-mail: jcla@nifty.com
URL: http://homepage2.nifty.com/jcla/

☆ 第34回数理社会学会大会
会　期：2002年 9月 15日（日），16日（月）
会　場：岩手県立大学
照会先：大会事務局
岩手県立大学総合政策学部 阿部研究室気付
〒020-0193 岩手県岩手郡滝沢村滝沢字巣子152-52
Tel: 019-694-2726, Fax: 019-694-2701
E-mail: kabe@iwate-pu.ac.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/

☆ 日本神経回路学会第12回全国大会
（JNNSとっとり）
会　期：2002年 9月 19日（木）～21日（土）
会　場：鳥取大学キャンパス内
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＜シンポジウム・研究集会・講演会等＞
☆ ベイジアンネットセミナーBN2002
日　時：2002年 9月 1日（日），2日（月）
会　場：学術総合センタービル2階
（東京都千代田区一ツ橋2-1-2）

主　催：人工知能学会人工知能基礎論研究会
共　催：独立行政法人 産業技術総合研究所
内　容：チュートリアル，招待講演，特別セッション
「Belief Propagation」，一般セッション「ベイジアン
ネット研究の新展開」他

照会先：ベイジアンネットセミナーBN2002事務局
E-mail: bn2002sec@m.aist.go.jp
URL: http://staff.aist.go.jp/y.motomura/bn2002/
index.html

☆ 「第5回情報論的学習理論ワークショップ」
（Information-Based Induction Sciences：
IBIS2002）
日　時：2002年 9月 8日（日）～9月10日（火）
会　場：ホテルエバーグリーン富士
（山梨県富士吉田市上吉田4658-1）
http://www1.odn.ne.jp/kawaguchiko/fuji.htm

主　催：電子情報通信学会 情報論的学習理論時限研究
専門委員会

共　催：情報理論とその応用学会
内　容：３つのオーガナイズドセッション（「カーネル
設計の理論と応用」「不完全データの問題」「Webマ
イニングと統計的自然言語処理」）と一般セッショ
ン

照会先：実行委員長 早稲田大学 理工学部 村田 昇
〒169-8555 東京都新宿区大久保 3-4-1
Tel & Fax: 03-5286-3383
E-mail: ibis-general@murata.elec.waseda.ac.jp
URL: http://www.murata.elec.waseda.ac.jp/ibis2002/

☆ 2002年度統計関連学会連合大会市民講演会
「ふるきをたずねて新しきを知る－統計学で温故知新」
日　時：2002年9月8日（日） 15:00～18:00
会　場：明星大学シェイクスピアホール
主　催：日本統計学会，応用統計学会，日本計量生物
学会

共　催：明星大学
後　援：日本分類学会
内　容：講師と演題：岩崎 学（成蹊大学）「開会の挨
拶－こんなところにも「統計」が！」／竹田正幸
（九州大学）「文学作品におけるデータマイニング」
／村上征勝（統数研）「コンピュータで探る名作の
謎－シェイクスピア作品，『静かなるドン』，『源氏
物語』を中心に」

照会先：2002年度統計関連学会連合大会
URL: http://www.hino.meisei-u.ac.jp/ri_grad/
toukei.html

E-mail: m_quest@jss.gr.jp

☆ 日本社会心理学会第43回大会
会　期：2002年 11月 9日（土），10日（日）
会　場：一橋大学東キャンパス（東京都国立市）
照会先：日本社会心理学会第43回大会準備委員会
（事務担当者 太田恵子）
〒186-8601東京都国立市中2-1
一橋大学社会学研究科 社会心理学研究室内
Tel & Fax: 042-580-8957
E-mail: jssp2002@soc.hit-u.ac.jp
URL: http://www.soc.hit-u.ac.jp/jssp2002/

☆ 第67回日本民族衛生学会総会
会　期：2002年 11月 14日（木），15日（金）
会　場：筑波大学東京キャンパス
（東京都文京区大塚3-29-1）

内　容：特別講演 山本眞一（筑波大学）「大学改革－
これからの大学」，会長講演 加納克己（学会長・筑
波大学）「生活習慣と健康－疫学・IT・教育に関連
して」，他一般演題

照会先：第67回日本民族衛生学会総会事務局
筑波大学社会医学系 加納研究室
〒305-8575 つくば市天王台1-1-1
Tel & Fax: 0298-53-3136
E-mail: kano@md.tsukuba.ac.jp
URL: http://minei.md.tsukuba.ac. jp/

☆ 2002年度日本世論調査協会研究大会
会　期：2002年 11月 15日（金）
会　場：関西大学吹田校舎（大阪府吹田市）
照会先：日本世論調査協会事務局
〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-13-6
恵比寿 ISビル（社）新情報センター内
Tel: 03-3473-5301, Fax: 03-3473-5353
E-mail: japor@sjc.or.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/japor/

☆ 第75回日本社会学会大会
会　期：2002年 11月 16日（土），17日（日）
会　場：大阪大学
照会先：日本社会学会事務局
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1
東京大学文学部社会学研究室内
Tel: 03-5841-8933, Fax: 03-5841-8932
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jss/

☆ 日本社会情報学会第7回大会
会　期：2002年 11月 16日（土），17日（日）
会　場：群馬大学
照会先：日本社会情報学会事務局
〒206-8540 多摩市唐木田2-7-1
大妻女子大学社会情報学部 炭谷研究室気付
Tel: 042-339-0056（研究室）, Fax: 042-339-0056
E-mail: s-info@otsuma.ac.jp
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsis/index.html
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＜国際会議＞
☆ SCIS & ISIS 2002
(Joint 1st International Conference on Soft Com-
puting and Intelligent Systems (International Ses-
sion of 18th SOFT Fuzzy Systems Symposium)
and 3rd International Symposium on Advanced
Intelligent Systems)

（日本行動計量学会協賛行事）
会　期：2002年 10月 21日（月）～25日（金）
会　場：独立行政法人 産業技術総合研究所（AIST）
（茨城県つくば市）

主　催：日本ファジィ学会
トピックス（抜粋）：Bayesian Networks, Cognitive Mod-
eling, Fuzzy Logic, Genetic Algorithms, Machine Learn-
ing, Neural Networks, Probabilistic Reasoning, etc.

照会先：http://scis2002.t-kougei.ac.jp/

☆ 第4回 IASC-ARS大会
(The 4th Conference of the Asian Regional Sec-
tion of the International Association for Statistical
Computing)
会　期：2002年 12月 5日（木）～7日（土）
会　場：韓国釜山市海雲台 The Westin Chosun Beach
Hotel

講演申込み：2002年8月30日（タイトルとアブストラ
クト）

受理通知：2002年 9月 15日
参加登録とホテルの予約：2002年 9月 30日
フルペーパー：2002年 10月 30日（6ページ以内）
申込み先：Professor Jung Jin Lee
Dept. of Statistics, Soong Sil University
Sangdo-dong, Dongjak-gu
Seoul, Korea 156-743
Tel: +82-2-820-0443, Fax: +82-2-823-1746
E-mail: jjlee@stat.ssu.ac.kr

照会先：http://ars.ssu.ac.kr/
国内照会先：岡山大学環境理工学部環境数理学科
田中 豊 Fax: 086-251-8837
E-mail: tanaka@ems.okayama-u.ac.jp

（脇本記念基金から，発表学生への旅費の支援有り，8/
30締め切り）

☆ 人文科学とコンピュータシンポジウム
（じんもんこん2002）
日　時：2002年 9月 20日（金）～22日（日）
会　場：大阪市立大学 学術情報総合センター
（杉本キャンパス 大阪市住吉区）

テーマ：情報資源の共有・活用とグローバルコラボ
レーション

主　催：情報処理学会人文科学とコンピュータ研究会
同時開催：PNC Annual Conference and Joint Meetings
2002

照会先：じんもんこん2002 シンポジウム係
〒570-8555 大阪府守口市藤田町6-21-57
大阪国際大学人間科学部 桶谷猪久夫
E-mail: oketani@oiuw.oiu.ac.jp
URL: http://pnc-ecai.oiu.ac.jp

☆ 日本計算機統計学会第16回シンポジウム
会　期：2002年 10月 31日（木），11月 1日（金）
会　場：長崎大学医学部 記念講堂
照会先：第16回シンポジウム事務局
長崎大学医学部原研疫学内
（担当：本田純久、三根真理子）
〒852-8523 長崎市坂本1-12-4
Tel: 095-849-7171, Fax: 095-849-7131
E-mail: jscs16@ml.nagasaki-u.ac.jp
URL: http://www-sdc.med.nagasaki-u.ac.jp/sympo16/

☆ 第7回 曖昧な気持ちに挑むワークショップ
日　時：2002年 11月 8日（金），9日（土）
会　場：北九州国際会議場（JR小倉駅 徒歩約7分）
北九州市小倉北区浅野三丁目9番30号
http://www.iijnet.or.jp/kitakyu-cb/

主　催：日本ファジィ学会 評価問題研究部会
メインテーマ：「人間の主観に関連した曖昧さの扱い」
照会先：本田あおい（九州工業大学）

aoi@ces.kyutech.ac.jp
吉川歩（神戸親和女子大学）
ayumi@sip.kobe-shinwa.ac.jp

URL: http://www.sip-ac.jp/soft/hm2002.html

☆ 問題作成からみる大学入試
International Symposium on Test Development
for University Entrance Examinations
会　期：2002年 11月 16日（土），11月 17日（日）
会　場：NTT DATA 駒場研修センター
（目黒区駒場2-18-2）

照会先：独立行政法人 大学入試センター
研究開発部 国際シンポジウム事務局
〒153-8501 目黒区駒場2-19-23
E-mail: istd_rg@rd.dnc.ac.jp
Tel: 03-5478-1279, Fax: 03-5478-1297
URL: http://www.rd.dnc.ac.jp/̃istd/
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公募・求人情報

時期的に非常に多くの公募が出ています。本
コーナーでは計量的手法や統計学と関係が深いと思
われる公募を中心に紹介します。
なお、研究者の公募情報は、例えば「研究者人材

データベースシステム（JRECIN）」で参照すること
ができます。URLは下記の通りです。ご活用をお勧
めします。

http://jrecin.jst.go.jp/
JRECINのキーワード検索でヒットした公募等の

件数（7月下旬の数字）は、「行動」で19件、「計量」
で13件、「測定」で12件、「統計」で31件、「数理」
で34件、「社会学」で45件、「社会調査」で8件、「政
治学」で16件、「心理学」で43件、「認知」で14件、
「マーケティング」で9件、「看護学」で45件、「保
健学」で9件、「公衆衛生」で6件、などでした。

☆ ICDM '02: The 2002 IEEE International Confer-
ence on Data Mining
会　期：2002年 12月 9日（月）～12日（木）
会　場：前橋テルサ（群馬県前橋市）
主　催：IEEE Computer Society
トピックス（抜粋）：Foundations and principles of data
mining/ Data mining algorithms and methods in tradi-
tional areas (such as classification, clustering, probabi-
listic modeling, and association analysis), and in new
areas/ Data and knowledge representation for data min-
ing/ Modeling of structured, textual, temporal, spatial,
multimedia and Web data to support data mining/ Data
pre-processing, data reduction, feature selection and fea-
ture transformation/ Statistics and probability in large-
scale data mining, etc.

照会先：http://kis.maebashi-it.ac.jp/icdm02/

＜チュートリアル類＞
☆ 統計数理研究所公開講座
○統計数理要論A「モンテカルロフィルタ入門と実戦
的応用」
日　時：2002年10月23日（水）～10月25日（金）
各日10時～16時（計15時間）

○統計数理要論B 「統計学・ニューラルネットワーク・
学習、その最前線 part 2」
日　時：2002年11月27日（水）～11月29日（金）
各日10時～16時（計15時間）

詳しくは下記のWebサイトを参照のこと
http://www.ism.ac.jp/ciss/koukai-kouza.html

照会先：統計数理研究所公開講座係
Tel: 03-5421-8720, 03-3446-1501（代表）
Fax: 03-5421-8796
E-mail: nakajima@ism.ac.jp

以下の公募は、応募期限の早い順に並んでいま
す。応募資格等、公募情報の詳細については、公募
元にご確認下さい。
ただし以下には上記JRECINに含まれていない公

募情報も掲載されている場合があります。原則とし
て、本学会に直接広報依頼のあった公募については
詳細に情報を記載しています。

☆ 新潟国際情報大学 情報文化学部
学科：情報システム学科
募集人員：教授または助教授1名
専門分野：マーケティング
担当科目：マーケティング、商品企画等の講義、演習
及びコンピュータリテラシ実習

応募資格：上記専門分野に研究、教育実績がある方、
または企業等においてマーケティング等の優れた
実務経験のある方。採用後は本学の周辺に居住で
きる方。

着任時期：2003年 4月 1日
応募期限：2002年 8月 31日必着
提出書類：履歴書／研究業績一覧／主要な論文、寄稿
等の別刷（コピーも可）または著書5点（各300字
程度の日本語の要旨を付すこと）／教育研究歴及
び職務歴（主要な職務内容を詳細に記したもの）／
「これからのマーケティング」に関する見解と教育
に対する抱負／その他社会的活動など参考になる
と思われる資料

送付先・照会先：〒950-2292 新潟市みずきの3-1-1
新潟国際情報大学情報文化学部 学部長 槻木公一
Tel: 025-239-3111, Fax: 025-239-3690
E-mail: somu@nuis.ac.jp
（「応募書類在中」と朱書きの上，書留便で送付の

こと）

☆ 東洋大学 国際地域学部
所属：国際地域学部国際地域学科
募集人員：教授または助教授1名
専門分野：情報科学分野 ※パソコンによる統計処理の
指導ができる者

主な担当予定科目：統計学（社会統計処理および社会
調査への応用）、演習（※情報ネットワーク分野）、
外国文献講読、卒論指導

採用期日：2003年 4月 1日
応募期限：2002年 8月 31日
照会先：東洋大学国際地域学部国際地域学科主任
教授 賀来公寛
〒374-0193 群馬県邑楽郡板倉町泉野1-1-1
Fax: 0276-82-9801
E-mail: kakuk@toyonet.toyo.ac.jp
URL: http://frds.itakura.toyo.ac.jp/rd/koubo/koubo.htm
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☆ 東京女子大学 現代文科学部
所属：現代文化学部コミュニケーション学科
（共通科目）

募集人員：助教授または専任講師1名
主担当科目：全学共通の情報処理科目、および「情報」
教員免許に関する科目（『情報システム』『情報通
信ネットワーク』等）

応募資格：1）博士の学位を有する方またはそれと同等
の業績を有する方 2）国籍は問わない（ただし、日
本語で講義ができること）

採用期日：2003年 4月 1日
応募期限：2002年 9月 2日（月）必着
提出書類：1）履歴書（写真貼付）［1部］ 2）研究業績
を示す論文・著作等のリスト（題目、共同研究者、
刊行年月等を一覧できるもの）［1部］ 3）応募資格
1）に関連した主要な論文・著作等の現物またはコ
ピー［5点以内］ 4）情報処理に関連したスキルの
リスト（UNIXに関連したスキルのほか、扱うこと
のできるアプリケーションの種類やプログラム言
語等も含めて書いてください。これまでにネット
ワーク管理経験があればそれも含めてください。）
［1枚］ 5）本学で情報処理科目を教えるにあたって
の抱負（これまでの教育／指導経験もあればそれ
も含めて書いてください。）［1000字前後で1枚］ 6）
応募者に対する所見を求めうる方2名の氏名と連
絡先［1枚］

選考方法：1）書類審査 2）面接（書類審査通過者のみ
に実施）

書類提出先：〒167-8585 東京都杉並区善福寺2-6-1
東京女子大学現代文化学部コミュニケーション学
科研究室（応募書類は封筒の表に「教員応募書類」
と朱書し、簡易書留で郵送のこと）

照会先：コミュニケーション学科研究室
Tel: 03-5382-6528（直通）
URL: http://www.twcu.ac.jp/cc/communication/
E-mail: kobo-deptc@twcu.ac.jp

☆ 九州大学大学院 数理学研究院
所属：数理科学部門社会数理講座
公募対象：教授1名
対象分野：自然科学および社会科学における確率現象
や数理計画を取り扱う数学、統計科学、計画数学、
力学系等

採用予定日：2003年4月1日以降のなるべく早い時期
応募期限：2002年 9月 10日（火）
照会先：小西貞則教授 Tel: 092-642-2766
E-mail: konishi@math.kyushu-u.ac.jp
数理学研究院／数理学府ホームページ
http://www.math.kyushu-u.ac.jp/gakufu/

☆ 統計数理研究所（4件）
○所属：調査実験解析研究系多次元解析研究部門
公募人員：文部科学教官助教授1名
研究分野等：個別諸科学におけるさまざまな種類
の統計データの多変量・多次元解析法に関する
研究（単に既存の解析手法をデータに適用する
のではなく、調査や実験によるデータ収集の段
階から個別科学分野に深く関与し、適切な解析

手法を新たに研究・開発することを目指す方を
望みます。）

採用予定時期：2002年12月1日から2003年2月1
日までの間

○所属：予測制御研究系統計計算システム研究部門
公募人員：文部科学教官助教授1名
研究分野等：計算アルゴリズムの研究と開発を通
じ、統計的モデリング、データ解析、データマ
イニング、データからの学習等、 統計数理、情
報数理の諸分野に寄与することのできる優秀な
人材を広く求めます。

採用予定時期：2002年12月1日から2003年2月1
日までの間

○所属：予測制御研究系予測理論研究部門
公募人員：文部科学教官助教授1名
研究分野等：予測理論の生物科学への応用、特に
モデルによるゲノムデータ解析など

採用予定時期：2003年1月16日から2003年3月1
日までの間

○所属：予測制御研究系予測理論研究部門
公募人員：文部科学教官助手1名
研究分野等：予測理論の生物科学への応用、特に
モデルによるゲノムデータ解析など

採用予定時期：2002年12月1日から2003年2月1
日までの間

任期：６年（再任可。ただし任期は４年、１回限
り。通算１０年まで。）

以上４件については
応募期限：2002年 9月 30日（必着）
照会先：統計数理研究所 管理部庶務課人事係
〒106-8569 東京都港区南麻布4丁目6番7号
Tel: 03-5421-8707, Fax: 03-3443-3552
URL: http://www.ism.ac.jp/koubo/annai-2002-07.html

☆ 早稲田大学 理工学部
所属：理工学部数理科学科
募集人員：教授、助教授、または専任講師2名（下記
専門分野（a）、（b）に関し、（a）、（b）各１名ずつ）

専門分野：（a）数理統計学・確率論（b）数学基礎論あ
るいは応用数理

応募資格：30歳以上60歳未満（着任時）、理工学部に
おける数学基礎科目（線形代数・微積分など）、及
び数理科学科・同専攻科における該当科目の講義・
研究指導が出来る方

着任時期：2003年 4月 1日
応募期限：2002年 9月 30日
提出書類：（A4版） 1）履歴書（写真貼付） 2）研究業
績目録 3）主要論文の別刷り、またはコピー 4）こ
れまでの研究概要と今後の研究計画（A4用紙3枚
以内）

応募書類の送付先：（「応募書類（a）在中」あるいは「応
募書類（b）在中」と朱書し、簡易書留で郵送）
〒169-8555 東京都新宿区大久保3-4-1
早稲田大学理工学部数理科学科主任 江田勝哉

照会先：数理科学科Web http://www.math.waseda.ac.jp/
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編集後記
皆様、第30回大会への参加申し込みはおすみで

しょうか。参加費を事前振込されますとお得です。
また、大会前日には、チュートリアルセミナーもご
ざいますので、こちらの方へもぜひ参加をご検討く
ださい。
大会は、会員外の方に本学会の活動を知って頂

く絶好の機会です。お誘い合わせの上ご参加下さ
い。学会の入会案内書を同封しますので、周囲で興
味をお持ちの方がいたら、本学会をご紹介下さい。
印刷用原稿の完成直前に、林知己夫先生の訃報

がまいりました。謹んで哀悼の意を表します。次号
には、追悼の記事を掲載したいと考えております。
今号を作成するにあたり、会員の方々から、いろ

いろな情報をいただきました。会員の方が出版され
た著書や、関連学会の大会、シンポジウムの案内な
ど、会報に掲載すべき記事がございましたら、ぜひ
とも情報をお寄せください。

会報原稿送付先
皆様からの情報をお待ちしております。

〒274-8510 千葉県船橋市三山2-2-1
東邦大学理学部情報科学科
菊地賢一 kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp
TEL & FAX: 047-472-1182

題字：林知己夫
会報作成担当：菊地賢一・前田忠彦・西山悦子

学会誌論文投稿先
学会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。

和文誌「行動計量学」
〒226-0015 横浜市緑区三保町32
東洋英和女学院大学　人間科学部
林　文
TEL: 045-922-5511（代表）

045-922-7264（研究室直通）
FAX: 045-922-6642（共用）
e-mail: fumih@toyoeiwa.ac.jp

欧文誌「Behaviormetrika」
〒565-0871 吹田市山田丘1-2
大阪大学人間科学部
日本行動計量学会欧文誌編集委員長
狩野　裕

日本行動計量学会会員数
（2002年7月9日現在）
正会員 1036名
準会員 85名
名誉会員 6名
賛助会員 17社

入会手続き
学会では新入会員を広く募っています。詳し

くは、下記までお問い合わせください。

〒113-8622東京都文京区本駒込5-16-9
学会センター C-21
（財）日本学会事務センター内
日本行動計量学会係
TEL：03-5814-5810
FAX：03-5814-5825

日本行動計量学会Webページ
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html

日本行動計量学会 第30回大会
http://stat.tama.ac.jp/bsj2002/

会員の著書等

☆ 南風原朝和「心理統計学の基礎―統合的理解のた
めに」有斐閣，2002年．

☆ 広田すみれ・増田真也・坂上貴之（編著）「心理
学が描くリスクの世界－行動的意思決定入門」
慶應義塾大学出版会，2002年．

☆ 石原英樹・金井雅之「進化的意思決定」（シリー
ズ意思決定の科学5）朝倉書店，2002年．

☆ 狩野　裕・三浦麻子「グラフィカル多変量解析
［増補版］－AMOS，EQS，CALISによる」現代
数学社，2002年．

☆ 松尾太加志・中村知靖「誰も教えてくれなかった
因子分析－数式が絶対に出てこない因子分析入
門」北大路書房，2002年．

☆ 豊田秀樹（編著）「項目反応理論［事例編］－新
しい心理テストの構成法」朝倉書店，2002年．

☆ 柳井晴夫・岡太彬訓・繁桝算男・高木廣文・岩崎
　学（編）「多変量解析実例ハンドブック」朝倉
書店，2002年．


